




GREETINGS ごあいさつ

　このたび、男子イラン代表チームを宮城県仙台市にお迎えし、
「SoftBankカップ 2022 バスケットボール男子日本代表国際強化試
合」を開催できますことを、大変うれしく思います。
　また、難しい状況のなか来日いただきました男子イラン代表チームの
皆様にも、心から感謝いたします。
　今大会は、来年に迫ったワールドカップ、その先のパリオリンピック
に向けて強化活動を続ける男子日本代表チームにとって、貴重な国際試
合の機会です。安心安全な大会とするべく最善を尽くしますので、ファ
ンの皆様におかれましては、会場で、あるいはテレビ中継やインターネッ
ト配信を通じて、ぜひ試合をお楽しみいただき、男子日本代表チームへ
のご声援をよろしくお願いいたします。
　結びに、特別協賛をいただきますソフトバンク株式会社様をはじめと
する協賛各社様、また本大会の開催にあたり様々な形でご支援・ご尽力
いただきます皆様方にお礼を申し上げますとともに、今大会の成功を祈
念いたしまして、ごあいさつといたします。

親愛なる日本のバスケットボールファンの皆さま

　イランと日本は、友情と協力の絆で結ばれてきました。今後もその繋
がりは、可能な限り長く続いていくことでしょう。
　イランバスケットボール連盟は、イランのバスケットボール界を代表
し、日本の皆さんが我々を指示してくださること、そして、我々の素晴ら
しい友人でいてくださることを誇りに思います。
　今回のような名誉ある国際強化試合を通じ、イランと日本の絆がより
強固なものになることを期待し、開催に向けて尽力された日本バスケッ
トボール協会の皆さんに、私自身と連盟の仲間たちを代表し、心より感
謝申し上げます。
　FIBAワールドカップ2023本大会に向けて、日本代表チームの皆さ
んの幸運をお祈りしております。
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We are very pleased to welcome the Iran Men's National Team to 

Sendai City, Miyagi Prefecture, for the “SoftBank Cup 2022 – Japan 

Men's Basketball National Team International Games.”

We would also like to thank the Iran Men's National Team for coming 

to Japan under these difficult circumstances. It will be a very valuable 

opportunity for the Japan Men's Basketball National Team that are 

continuing to prepare towards the World Cup and Paris Olympics. 

We will do our best to run the event safely in a secure environment 

and we hope all of you will enjoy the games at the venue, on TV 

and via the internet. We would truly appreciate your big cheers and 

support.

In the end, I would like to extend my sincere gratitude to SoftBank 

Corp. for the special sponsorship and everyone involved for their 

efforts and understanding to make this event come true.

Dear Basketball Fans in Japan

Iran and Japan have established a bond of friendship and cooperation 

which is going to be exited for as long as possible.

We, as the Iranian Federation and on behalf of Basketball society of 

Iran, are proud of Japan as our strong supporter and our great friend.

I hope that such programs and tournaments will lead to a more 

consolidation of our relations and tie. 

On behalf of myself and my colleagues, I would like to appreciate 

the Japan Basketball Association who endeavored a lot for such a 

prestigious event in Japan. 

I wish the best for the valuable Japanese National Squad on the road 

to the FIBA World Cup 2023.





着た今も変わりませんか。
西田　変わらないですね。河村はディフェンスの
一線からすごくプレッシャーかけてくれるんで、そ
れを見ながら自分もやらなくちゃという気になり
ますし、オフェンスでもパスがめちゃくちゃうまい
んでどこにいてもナイスパスが来る。僕は一緒に
プレーしててものすごくやりやすいです。
河村　僕も大学の時に感じた『すごいプレー
ヤー』という印象は変わりません。優大さんがア
ジア予選のチャイニーズ・タイペイ戦（FIBAバ
スケットボールワールドカップアジア地区予選
Window2）で27得点した時もすごいとは思いま
したが、優大さんならこれぐらいはやって当然だと
いう気持ちもあって全然驚かなかったです。
―改めて河村選手が感じる西田選手の“すごい

ところ”を教えてください。
河村　まずオフェンス、ディフェンスのどっちも遜
色なくできることですね。オフェンスだけじゃなく
て、優大さんのサイズ（ 1 90cm）であれだけフィ
ジカルにディフェンスできるのは本当にすごいこ
とです。それプラス、シューターでありながらピッ
ク&ロールのハンドラーまでこなし、ゲームをコン
トロールできるところ。当たり前ですが、これって
簡単なことじゃありません。
西田　そう言う河村もオフェンス、ディフェンス両
方できる選手ですよ。それが強みです。さっき言っ
たように前線からプレッシャーをかけるディフェ
ンスは後ろから見ていてすごく頼もしいし、オフェ
ンスでもあのペイントアタックは誰にも真似でき
ないものだと思います。富樫（勇樹）さんとはまた

SPECIAL TALK 先輩後輩が語る過去・現在・未来

―お2人の出会いは東海大。西田選手が4年生、
河村選手が 1年生の時ですが、お互いどんな印象
を持っていましたか。
西田　河村は最初からさすがスーパールー
キー！っていう感じでしたね。入ってすぐAチーム
の中のトップで普通に練習してましたから。
河村　優大さんはやさしい先輩でした。プレー面
では4年間東海大のシステマチックなバスケット
ボールを経験していたこともありますが、エースと
してチームを引っ張る姿を見ながら、いつもすごい
プレーヤーだなあと思っていました。
―その印象は同じ“JAPAN”のユニフォームを
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チームの雰囲気もバッチリ
強豪・イランに
チャレンジあるのみ
来夏、沖縄で開催される「FIBAバスケット
ボールワールドカップ2023」に向けてスター
トを切った新生AKATSUKI JAPAN。トム・
ホーバスヘッドコーチが積極的に起用する若
手選手の中でもスコアリーダーを担う西田優
大と、精度が高いアシストパスでチームをリー
ドする河村勇輝には、多くの熱視線が集まる。
彼らが通った東海大学の先輩後輩としてイン
カレを制してから2年、再び同じユニフォー
ムを身に着けた2人が『SoftBank カップ 
2022 バスケットボール男子日本代表国際強
化試合』で挑むのはアジアの強豪イランだ。

最初の印象は「すごいエース」と
「さすがのスーパールーキー」

西田 優大
Yudai NISHIDA

河村 勇輝
Yuki KAWAMURA
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なんですね。例えば河村だったり、味方のビッグマ
ンだったりが、相手のディフェンスをうまく引きつ
けてくれて、ノーマークになったところで確実に 1

本沈めるのが僕の仕事だと思っています。
―その中でも河村選手のように試行錯誤してい
るところはありますか。
西田　もちろんあります。例えばアジアカップ
（FIBAアジアカップ2022）のオーストラリア戦で
はトランジションのところでノーマークになった
のに打たなかった。後からトムさん（ホーバスヘッ
ドコーチ）に「なぜ打たなかった」と言われたんで
すが、これからはああいうトランジションの中でも
打ち切るマインドが必要だなあと痛感しました。
それと僕がもう一つ自分のストロングポイントだ
と思っているドライブでも、アジアカップではなか
なかペイントアタックできなかったんですね。打
開するためには相手のスイッチに対してボールを
もらってから仕掛けるのではなく、ボールをもらう
前にうまく駆け引きして仕掛けられるようにしなく
てはと思いました。それもこれから自分が担う役
割のために必要なことだと思っています。
―お2人ともいろいろな試行錯誤を繰り返しな
がら、自分は成長できていると感じていますか。
西田　はい、その手応えは感じています。
河村　自分も感じています。

―ホーバス体制となって大きく変化したバス
ケットボールのスタイルについて、それぞれ感想
を聞かせてください。
河村　僕はトムさんになってから初めて代表入り
したんですが、代表に呼んでもらえたのは、大型化
が進んでハーフコートオフェンスが主流となった
日本のバスケットボールではなく、オールコートで
スピーディーな展開を目指すスタイルに変化した
からだと思っています。サイズに関係なく、目指す
バスケットボールに合った選手を選ぶトムさんの
スタイルは僕にとってありがたいことだし、トムさ
んが求めるものは自分のプレースタイルにすごく
マッチしていると感じています。だから今は練習
も試合も楽しみながらやれています。
西田　正直に言うと、ホーバス体制になった最初
の印象は「めちゃくちゃ難しいな」でした。それま
での（日本代表の）バスケットボールとは全然違っ
ていて、決まり事がないわけじゃないんですけど
セットプレーはかなり少ない。その中で周りの選
手に合わせて動くことがすごく難しかったです。
でも、みんなの共通理解が深まるにつれてチーム
がどんどん良くなってきているのを実感できまし
た。個人的にも去年からプレータイムを多くもら
えるようになって、自分の役割をしっかり果たせる
ようトライすることで自信がついてきたような気
がします。
―合宿中「ナニヤッテイルンデスカ！」と怒られ
ることはありますか。
河村　普通にありますよ。自分はよく怒られてい

ます（笑）。
西田　自分もよく怒られます（笑）。けど、チーム
の雰囲気はすごくいいですよ。歳が近い選手が多
いってこともありますが、先輩も話しやすい人ばか
りなのでいいムードの中で練習ができているなあ
と感じています。
―それでは最後にワールドカップ2023ア
ジア地区予選Window4の前哨戦にもなる
『SoftBankカップ 2022』に向けた意気込みを
聞かせてください。
河村　対戦相手のイランには7月のアジアカップ
で敗れていますし、この大会でリベンジしたいとい
う思いは強いです。強豪チームであることに間違
いありませんが、アジアからその先を目指すために
は破らないとならない壁でもあります。そのイラン
と日本で戦えることはすごくうれしいし、戦う以上
は日本の皆さんに勝利を届けられるよう全力を尽
くしたいと思っています。
西田　この大会ではアジアカップでできなかった
ことを全員でやり切るだけだと思っているので、そ
れがどこまでできるか僕自身も楽しみにしていま
す。イランとはこのあとのワールドカップアジア
地区予選（Window4）でも戦いますが、負けたら
ワールドカップ出場が危うくなるイランがかなり
気合いを入れて臨んでくるのは想定内。それを考
えると、このSoftBankカップは強化試合とはい
え大事な意味を持つ大会になると思います。トム
さんがいつも言う「気持ちで負けないで」の言葉を
忘れることなくチーム一丸となって戦っていきま
すので、どうか応援よろしくお願いします。

SPECIAL TALK 先輩後輩が語る過去・現在・未来

違った…というか富樫さんにないものを持ってい
るポイントガードだと思いますね。

―同じポジションであってもタイプが違う選手
がいることでゲームに変化が出ますね。
河村　そう思います。例えばポイントガードでも
いろんなタイプの選手がいるからこそゲームの組
み立て方が違ってゲームの流れを変えることがで
きます。優大さんが僕のいいところを挙げてくれ
ましたが、それは僕しかできないことというより僕
の方が少しだけ長けていることなんだと思うんで
すね。前線からのプレッシャーディフェンスやペ
イントアタックして周りのシューターの流れを作
るのも僕が選手として少しだけ長けている部分。
もちろんスコアの部分とか僕より長けたものを持っ
ている選手はたくさんいます。なので、今は自分の
長所をこのチームにどうフィットさせていくかが
大事だと思っていて、毎日試行錯誤しながら頑張っ
ているところです。
―同じポジションで違うタイプというのは、
シューターである西田選手と富永啓生選手にも当
てはまるのではないでしょうか。シューターとし
てライバル心はありますか。
西田　確かに同じシューターではありますが、役
割が違うのでライバルとかそういう気持ちはあま
りないですね。あんなロングスリーは僕には決め
られないし、10本打って8本、9本の確率で決める
のも彼ならではのこと、ほんとにすごいシューター
です。ただ、同じシューターでも僕の役割はまた別
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ホーバスJAPANの中で
求められるものと応えたいもの
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西田 優大
にしだ・ゆうだい◎ 1999年3月13日生／ 190㎝・90㎏／シューティ
ングガード／徳島県出身／東海大出身／シーホース三河所属／U16、
U18、U19の世代別の日本代表で活躍。2017年には日本代表候補選
手として名を連ねた。その後、2021年、ワールドカップアジア地区予
選で得点力の高さを発揮し、日本代表に欠かせない選手となった。

河村 勇輝
かわむら・ゆうき◎2001年5月2日生／ 172㎝・68㎏／ポイントガー
ド／山口県出身／東海大出身／横浜ビー・コルセアーズ所属／U16、
U18の世代別日本代表候補に選出され、2022年7月、ワールドカップ
アジア地区予選のチャイニーズ・タイペイ戦でポテンシャルの高さを見
せ、続くアジアカップでも鮮烈なプレーを披露した。

同じポジションであっても
自分しかできない役割を担う





富樫―ハメッド・ハッダディはパスもうまくて
サイズもあり、リバウンドも含め大きな存在感が
ありますけど、ほかの選手の力もかなりあります。
シューター、ハンドラーまでバランス良いチームな
ので、対戦できるのが楽しみです。
今回勝つために絶対必要なことは？
富樫―相手に関係なく、ディフェンスをしてリ
バウンドをしっかり取って3Pシュートを入れるこ
とです。イランのような相手にペイント内で60点、
70点取れるわけではないですから、3Pシュートを
決める以外ないと思うので、その確率と精度は本
当に高めていかなければいけませんね。
勝利の鍵はそこになりますか？
富樫―レベルが高くなればなるほど、やはりそ
うなると思います。簡単にレイアップシュートに行
かせてくれないですし、ミドルシュートを多く打つ
チームではないので、3Pシュートは毎試合大事に
なります。

今回は4人のポイントガードをはじめ、メンバー
全体が小柄。何か特別な意欲をお持ちですか？
富樫―今回が特別かと言えばそうではないで
す。日本人は常にサイズの面で難しい部分がある
ので、やることは変わりません。ポイントガードと
してもちろんサイズがある選手が必要な場面はあ
ると思うんですけど、4人の小柄な選手が呼ばれて
いるので、自分たちの長所であるスピードを生かし
て勝負していきたいと思います。
個人的に課題としている点はありますか？
富樫―トムさんのバスケットボールは、本当に
コート上の5人が動きを考えなくてもできるように
ならないと機能しないと思っているので、個人的に
というよりはそこの部分でまだまだこのチームは
時間が必要かなと思います。ガードとビッグマン
がピック&ロールするだけで解決するチームでは
なく、5人で動いてボールを回して、一つのところ
ではピック&ロールが起きて、逆サイドでフレアー
スクリーンが起きてと連動しながら動かないとオー
プンな選手がなかなか作れないので、その部分で

もうちょっと練習と試合が必要かなと。イランとの
2試合は、このチームにとって本当に大きなチャレ
ンジになると思うので、ワールドカップ予選に向け
ていい準備ができるようにしたいですね。
連係が重要な中で、チームのケミストリーや士気
を高める意味での富樫さんの存在感も大事かと思
います。その側面ではいかがですか？
富樫―僕は、例えば選手を集めて激を飛ばすタ
イプではないし、口数が多い方でもないのですが、
トムさんにはオリンピックの経験も含めいろいろ
なことを発信してほしいと言われているので、そこ
は一つ自分の課題かなと思います。アジアカップ
組とほかの選手たちの、トムさんのやりたいバスケ
に対する理解度の差をしっかり埋めていきたいと
思います。
仙台で初めて日本代表を見るファンもいます。ど
んなプレーで楽しませたいか、メッセージをお願
いします。
富樫―オフェンスでは3Pシュートとドライブを
中心に、ディフェンスでもダブルチームやアグレッ
シブな動きを仕掛けていけたらと思うので、ぜひ
期待してほしいと思います。徐々に成長してきて
いるので、残り1年に迫ったワールドカップに向け
ていい試合ができるように頑張ります。

INTERVIEW キャプテンインタビュー

Window4の前哨戦であると同時に上位チーム
との対戦機会であるSoftBank カップ 2022に
は、どんな意義があるととらえていますか？
富樫―前回のWindowに比べたら、勝ち負け
も内容も良くなってきている中、まだ強豪チームに
勝てていないのが現実なので、この2試合はしっか
り勝ちにつなげたいと思います。イランのような
チームと1回でも多くできることでチームの成長に
つながると思うので、勝ちを目指してやっていきた
いと思います。
アジアカップ後のメンバー入れ替えも経て、チー
ムとしてどんな点で成長できていますか？
富樫―コート上の5人に決まりがあまりない、
ディフェンスを見ながら動くトムさんのオフェン
スを、徐々にチームとして理解できてきました。特
にアジアカップ組は、かなりそこがスムーズにでき
るようになってきています。相手がスカウティング
しづらいとトムさんが言うこのシステムを、今いる
メンバー個々の良さを引き出して、しっかりできる
ようになれればと思います。
　3Pシュートとポゼッションを増やす速いバス
ケットボールを目指しているので、それがしっかり
アジアカップで数字に表れたのは良かったです。
このメンバーでやる中でトムさんがベストだと思
い、チーム全体もそれを理解して取り組んでいて、
去年の 1 1月（Window1）に比べたらかなり理解
度が高まっているので継続してやっていきたいで
すね。
アジアカップのイラン戦は他の試合に比べてス
ティールが少ない傾向でした。今回それを増やす
にはどんなことが必要だと思いますか？
富樫―ボールプレッシャーと、相手にどれだけ
簡単に動かせないかが大事です。アジアカップ
のイラン戦も取れそうで取れないことが何度もあ
りました。レベルが高くなれば難しくなりますが、
徐々にチームとしてディフェンスの完成度を高め
ていけば増えると思います。
イランはどんな特徴がありますか？

選手個々の理解度が高まり
浸透してきたホーバスHCのスタイル

徐々に成長してきている
日本代表を見てほしい
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キャプテンとしてチームを牽引する富樫勇樹

自分たちの長所であるスピードを生かして
勝負していきたい
「FIBA男子バスケットボーワールドカップアジア地区予選（Window1～3）」で2勝4敗、「FIBA
アジアカップ2022」で3勝2敗というトム・ホーバスヘッドコーチ体制の男子日本代表。勝ったり負
けたりの流れだが、実はFIBA世界ランキングの上位チームに対して勝ち星なしの6敗を喫しており、
「SoftBank カップ 2022 バスケットボール男子日本代表国際強化試合」で対戦するイランもそのう
ちの一つだ。キャプテンを務める富樫勇樹に、この試合に向けた意欲を聞く。

富樫 勇樹

プロフィール
とがし・ゆうき◎ 1993年7月30生／ 167㎝・65㎏／ポイントガード／新
潟県出身／モントロス・クリスチャン高出身／千葉ジェッツ所属／本丸中
3年生の時に全国大会で優勝。その後アメリカ留学を経て、2012年に
秋田ノーザンハピネッツに入団、2015年に千葉ジェッツへと移籍。日本
代表に初選出されたのは201 1年。スピード抜群のドライブからのシュー
トやアシストパスでチームをけん引し、日本のトッププレーヤーとしての
確固たる地位を築いている。東京2020オリンピック男子日本代表。





　アジアカップでの日本はベスト8入りを果たし、
通算成績3勝2敗と勝ち越して帰国した。その過程
で、どのチームよりも小柄なプレーメイカーたち
が、フルコートのトランジションゲームで相手を切
り裂くような威力を攻防両面にわたって見せられ
たことで、チーム作りの方向性に確信を持てた意
義は大きい。実際にアジアカップでプレーした富
樫勇樹（千葉ジェッツ）、河村勇輝（横浜ビー・コル
セアーズ）、テーブス海（滋賀レイクス）は、それぞ
れが今後の日本代表に必要なポイントガード像を
明確に示した。
　ハーフコートゲームかトランジションかによら
ず、登録メンバー全員がいつでも3Pシュートを狙
う姿勢と、それを高確率で決める能力を持ってい
ることも見せられた。また、それを可能にするため
に、全員がアグレッシブにペイントアタックを狙う
ことの重要性を改めて確認することができ、日本
代表に必要な要素が明確になったと言える。

　アジアカップでのスタッツをひも解けば、積極
的にスティールを狙う破壊的なディフェンスを土
台に、3Pシュートと果敢なペイントアタック、また
その結果得られたフリースローを得点源としてハ
イスコアの展開に持ち込むホーバスHCのスタイ
ルの勝ちパターンが見えてくる。日本の平均96.0

得点は、決勝トーナメントに進んだ 1 2チーム中 1

位、3Pシュートの試投数40.2本、成功数 16.6本、
フリースローの成功数 1 5.4本も1位（試投数 1 8.8

本は4位）だった。3Pシュートとフリースローは成
功率も2位（前者が41.3％、後者が81.9％）だ。

　スティールに関しては平均 1 0.6本で3位。しか
し、勝利した3試合の平均は 14.3本だったが、敗れ
た2試合の平均は5.0本と、その差は大きかった。
ホーバスHCはフリースローとスティールの数を
チームのアグレッシブさを示す指標として増やし
たいと明かしていたので、その遂行力と結果が相
関しているのは興味深い。
　アジアカップでのイランに対する敗因は、どの
チームに対しても日本が苦しむリバウンドで 1 0

本以上も上回られていた上に、ハイポストをパス
の起点とするバックカットのプレーからペイント
でたびたびイージーバスケットを許したこと（特
にミスマッチを瞬時に認識して突いてくる老獪
なプレーに日本は対応できなかった）。さらにフ
リースローの確率が良くないプレーヤーにファウ
ルを有効活用して失点を防ぐような狡猾さ・泥臭
さに欠けたことなどが挙げられる。これらの反省
を生かした戦い方がSoftBank カップでできる
か、注目だ。

　イランは日本にとって、「FIBAバスケットボー
ルワールドカップ2023アジア地区予選2次ラウ
ンド」で同組のグループFに所属するライバルチー
ム。8月25日に行われるWindow4で早速対戦す
る予定だ。また、7月24日に閉幕した「FIBAアジ
アカップ2022」（以下アジアカップ）の予選ラウン
ドで、76-88で敗れた相手でもある。
　日本はSoftBank カップで誰がロスター入りす
るにせよ、アジアカップでスタイルとして確立され
つつあることを見せたトム・ホーバスヘッドコー
チのバスケットボールスタイルの威力を向上させ、
勝利という結果を残すことが大きなテーマとなる。
それによってチームとしても個々のプレーヤーと
しても、自らのポテンシャルに自信を深めていきた
いところだ。

来夏の「FIBA男子バスケットボールワー
ルドカップ2023」、そして翌2024年の
パリオリンピックに向けて強化を進める男
子日本代表に、貴重な国際試合の機会
を提供する「SoftBank カップ 2022
バスケットボール男子日本代表国際強化
試合」（以下SoftBank カップ）。日本は
昨夏の「東京2020オリンピック」（2021
年7月26日～8月8日）直前、後に同大会
で銀メダルを獲得するフランスから歴史
的勝利を挙げたこの大会で、今年はイラ
ンと対戦する。

徐々に浸透してきている
ホーバスHCのバスケットボール

アジアカップで得られた収穫と
イラン戦で見えた課題

Window 4

8月25日 @イラン 日本×イラン

8月30日 @沖縄アリーナ 日本×カザフスタン

Window 5

2022年11月7日～15日

Window 6

2023年2月20日～28日

FIBAバスケットボール
ワールドカップ2023
アジア地区予選（2次ラウンド）

COLUMN コラム  明確になった日本のスタイル

©JBA

ホーバスHCのバスケ・スタイルが徐 に々ブラッシュアップされてきた

★2次ラウンドグループ分け
【グループE】ニュージーランド／レバノン／ヨルダン
／フィリピン／サウジアラビア／インド

【グループF】オーストラリア／カザフスタン／中国／
イラン／日本／バーレーン

好敵手のイランと激突!
Window４への足がかりに

©JBA

武器となる3Pシュートの試投数と成功率をさらに上げたい







VOICE 選手たちからのコメント
富樫 勇樹

比江島 慎

チェンバース アキ

岸本 隆一

須田 侑太郎 馬場 雄大

西田 優大

寺嶋 良 ウィリアムス ニカ

シェーファー アヴィ 幸樹

河村 勇輝

永吉 佑也

フリッピン コー

井上 宗一郎

吉井 裕鷹

Akatsuki Japan 男子日本代表が小・中・高校プレーヤーにアドバイス

しっかりとした
シュートフォー
ムでシュートを
打ち、あとは練
習あるのみ！

どのような体勢でボール

を受けても、いつも同じ姿

勢で、いつも同じリズム

で、いつも同じアーチで打

つことを意識する。安定

するまで練習あるのみ。

シュートがうまくな

りたいなら、反復練

習が必要。シュー

トの軌道が弧のよ

うになれば、確率が

アップします。

アーチを高く、ボー

ルスピンを多くかけ

られるように打つと、

良いシュートに繋が

りやすいと思います。

たくさんシュートを打って自分

なりの入るシュートフォームを

見つけてください！ あとは自

信を持って打ち続けるのみ！

人差し指、中指で最後

スナップ。脱力。 毎日少しずつの
ノルマ本数で練
習を継続する。

自信を持つこと。

シュートフォームは人によって違う

ので、小さい時は上手い人のシュー

トフォームをお手本にして練習。そ

して、自分のシュートが「入った！」

と打った時にわかるようになる感覚

をつかむまだシュートを打ち込む。

そしてその感覚のシュートを再現で

きるように何回も練習する。

「「シュートがシュートが入入るようになるるようになる《《コツコツ》》教教えますえます！！」」

「レフェリーと話そう！ミート・レフェリー」開催！
代表戦観戦者を対象に担当審判員とのオンライン交流会「レ
フェリーと話そう！ミート・レフェリー」を8月13日（土）に開催。
審判やルールの視点からバスケットボールをより楽しんでい
ただき、多くの皆さんに審判活動について知っていただくイベ
ントです。参加対象者は、審判経験、年齢を問わず、対象の代
表戦チケット購入者先着定員50名。参加希望者は観戦チケッ
トの券面か電子チケットの写真またはスキャンデータを用意
のうえ、専用オンラインフォームからお申し込みください
▶▶▶

シュートを打っ
た後も目標に
していたとこ
ろを見続ける。

自分のシュートの動

画を撮ってシュート

フォームを見つめ直

す。あとはシュート

練習をし続けて体に

覚えさせる。
とにかく練習で
身体に感覚が染
み付くまで「数」
を打つ！

https://forms.gle/RpDhPaeRg8qgdMoV9

打ちやすいシュートフォー

ムで何本も打ち込む。

毎日シュート練習をし

ましょう！

日頃の練習から試合

を意識してシューティ

ングすること。





オフィシャルグッズ発売中
I N T E R NAT I O NA L  B AS K E T BA L L  GAM E S  2 0 2 2

OFFICIAL GOODS
会場オフィシャルストアまたはAKATSUKIオンラインショップにて販売中

ハイブリットハンドタオル[JAPAN]

¥1,000（税込）
サイズ：200×200ｍｍ

ハイブリットハンドタオル[筆文字]

¥1,000（税込）
サイズ：200×200ｍｍ

トートバッグ[ロゴ]

¥1,500（税込）
カラー：ナチュラル　サイズ：SM

トートバッグ[ロゴ]

¥1,500（税込）
カラー：レッド　サイズ：SM

トートバッグ[AKATSUKI]

¥2,500（税込）
カラー：ナチュラル　サイズ：L

トートバッグ[AKATSUKI]

¥2,500（税込）
カラー：レッド　サイズ：L

トートバッグ[カレッジ]

¥2,000（税込）
カラー：ナチュラル　サイズ：M

トートバッグ[カレッジ]

¥2,000（税込）
カラー：レッド　サイズ：M

ナップザック

¥1,500（税込）
カラー：ブラック　サイズ：W600×H300×D430mm

巾着

¥1,000（税込）
サイズ：200×170mm

アクリルキーホルダー[JBA]

¥700（税込）
サイズ：46×60ｍｍ

ハイブリットフェイスタオル[JAPAN]

¥1,500（税込）
サイズ：３３０×800ｍｍ

ハイブリットフェイスタオル[筆文字]

¥1,500（税込）
サイズ：３３０×800ｍｍ

リストバンド

¥900（税込）
カラー：レッド　サイズ：W約8×H約8cm/重さ約15g

女子シークレットアクリルキーホルダー[全15選手]

¥900（税込）
サイズ：W31mm×H60mm(突起部分を除く)

男子シークレットアクリルキーホルダー[全12選手]

¥900（税込）
サイズ：W31mm×H60mm(突起部分を除く)

女子シークレット缶バッジ[全15選手 2デザイン]

¥500（税込）
サイズ：Φ57mm/スタンドタイプ

男子シークレット缶バッジ[全12選手 2デザイン]

¥500（税込）
サイズ：Φ57mm/スタンドタイプ



JAPAN 男子日本代表（AKATSUKI JAPAN）

（2022年3月1日現在）
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須田 侑太郎（Yutaro SUDA）
生年月日：1992年 1月3日

身長：190cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

ウィリアムス ニカ（Nyika WILLIAMS）
生年月日：1987年7月9日

身長：203cm
所属：島根スサノオマジック

シェーファー アヴィ 幸樹（Avi Koki SCHAFER）
生年月日：1998年 1月28日

身長：206cm
所属：シーホース三河

河村 勇輝（Yuki KAWAMURA）
生年月日：2001年5月2日

身長：172cm
所属：横浜ビー・コルセアーズ

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

岸本 隆一（Ryuichi KISHIMOTO）
生年月日：1990年5月17日

身長：176cm
所属：琉球ゴールデンキングス

吉井 裕鷹（Hirotaka YOSHII）
生年月日：1998年6月4日

身長：196cm
所属：アルバルク東京

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：195cm
所属：–

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

フリッピン コー（Koh FLIPPIN）
生年月日：1996年5月20日

身長：188cm
所属：琉球ゴールデンキングス

チェンバース アキ（Aki CHAMBERS）
生年月日：1990年9月19日

身長：191cm
所属：群馬クレインサンダーズ

西田 優大（Yudai NISHIDA）
生年月日：1999年3月13日

身長：190cm
所属：シーホース三河

寺嶋 良（Ryo TERASHIMA）
生年月日：1997年 10月23日

身長：179cm
所属：広島ドラゴンフライズ

永吉 佑也（Yuya NAGAYOSHI）
生年月日：1991年7月14日

身長：198cm
所属：ライジングゼファー福岡

井上 宗一郎（Soichiro INOUE）
生年月日：1999年5月7日

身長：201cm
所属：サンロッカーズ渋谷

アソシエイトヘッドコーチ
ゲインズ コーリー（Corey GAINES）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
清水 良規（Yoshinori SHIMIZU）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アシスタントコーチ
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

アシスタントコーチ
佐々 宜央（Norio SASSA）
宇都宮ブレックス

スポーツパフォーマンスコーチ
緒方 博紀（Hiroki OGATA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートスタッフ
大木 瀬音（Seoto OKI）
Tokyo Samurai

チームドクター
山本 敬之（Takayuki YAMAMOTO）
国立国際医療研究センター病院

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

ホーバス トム（Tom HOVASSE）
公益財団法人日本バスケットボール協会





STAFF

SAEED ARMAGHANI
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NAVID REZAEIFAR
生年月日：1996年8月23日

身長：193cm

MOHAMMAD JAMSHIDIJAFARABADI
生年月日：1991年7月30日

身長：198cm

PITER GIRGOORIAN
生年月日：2002年2月27日

身長：201cm

HASAN ALIAKBARI
生年月日：1996年7月7日

身長：218cm

SAJJAD PAZIROFTEH
生年月日：1996年 12月21日

身長：200cm

BEHNAM YAKHCHALIDEHKORDI
生年月日：1995年7月12日

身長：192cm

SALAR MONJI
生年月日：1997年4月10日

身長：207cm

JALAL AGHAMIRI
生年月日：2001年 1月29日

身長：208cm

MOHAMMADHOSSEIN AHMADI
生年月日：2001年4月10日

身長：200cm

MEYSAM ABEDIJABALI
生年月日：1999年 12月10日

身長：214cm

MOHAMMADMAHDI RAHIMI
生年月日：2003年6月24日

身長：203cm

AMIRHOSSEIN YAZARLOO
生年月日：2002年3月21日

身長：199cm

HEAD COACH

COACH
MOHAMMADREZA ESLAMI

MEDIA
AMIN SANEI

COACH
MEHRAN ATASHI

OFFICIAL
AMIRHOSSEIN VAHEDPOUR

OFFICIAL
SEYEDHOSSEIN MOUSAVI

IRAN 男子イラン代表

（2022年3月1日現在）

FIBAランキング

23位




